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１．A	
  wealth	
  of	
  produce	
  can	
  be	
  harvested	
  by	
  making	
  the	
  best	
  of	
  climac9c	
  	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  condi9ons	
  .	
  
　　日本には独特の気候条件として春、夏、秋、冬という四季があります。それぞれ　　　　
の季節に応じた多彩な果実と野菜が収穫できるのはおわかりいただけるでしょう。加
えて、国土が南北に長いことや海流の影響、山あり谷ありの変化に富んだ地形に
よって、土地ごとの自然環境には大きな違いがあります。これが、地域ごとの特産物
が生まれるゆえん。さらには、風土に合わせた品種改良や技術開発にも努めてきた
結果、バラエティに富んだ作物を一年を通して消費者の皆様に届けることができるよ
うになったのです。	


２．The	
  cuisine	
  that	
  nurtures	
  Japan,	
  the	
  land	
  of	
  longevity.	
  
　　世界的な健康志向が高まるなか、今、世界各国の人々が“和食”に注目し始めて
います。低脂肪で低カロリー、それでいながら、たんぱく質や各種ビタミン、ミネラル
など必要な栄養素がバランスよく摂取できることが人気の要因です。そして、この素
晴らしい“和食”の毎日の献立を支えているのが、多彩な野菜や果実であることは言
うまでもありません。毎日でも食べ飽きないだけの種類があり、さまざまな料理が楽
しめます。	


Every	
  day	
  is	
  a	
  healthy	
  day	
  –	
  the	
  variety	
  of	
  produce	
  is	
  a	
  
luxury	
  truly	
  Japanese	
  



１．Ingenuous	
  schemes	
  and	
  careful	
  manual	
  handling	
  ensures	
  the	
  finest	
  quality.	
  
　　日本の果実と野菜は、量だけでなく、質も重視して生産しています。たとえば、果実
は、着果したものの中から優秀なものだけを残して摘果され、限られた実だけが細やか
な気配りの下に育つのです。生産者が品質にこだわり心を込めて作るからこそ、日本の
果実と野菜は高品質。ルックスも、香りも味も食感も、すべて最高レベルであると自負し
ています。	


２．The	
  freshness	
  of	
  the	
  farm	
  is	
  preserved	
  in	
  tact	
  all	
  the	
  way	
  to	
  the	
  store	
  and	
  on	
  	
  	
  
	
  	
  	
  	
  	
  	
  to	
  your	
  home.	
  
　　どんなに活きの良い作物を収穫しても、鮮度が保持されなければ意味がありません。
果実のほとばしるジューシーさ、野菜のシャキシャキした食感は、最先端の予冷技術と保
冷設備、そして保冷車などのロジスティクス体制の整備によってはじめて実現されるので
す。産地から店頭まで完璧に温度管理されたコールドチェーンによってはじめて実現され
るのです。産地から店頭まで完璧に温度管理されたコールドチェーンによって、日本の果
実と野菜は、その品質を高く保ったまま、みなさまのもとへ届けられます。	


High	
  standards	
  in	
  everything	
  –	
  shape,	
  luster,	
  fragrance,	
  and	
  
texture	
  



１．Environmentally	
  friendly	
  agriculture	
  is	
  now	
  the	
  norm	
  in	
  Japan.	
  
　　日本の消費者は今、食品の安全性に厳しい目を向けています。青果も例外では
なく、農薬や化学肥料の適正な使用が大切なポイントとなっています。環境にやさし
い農業は、もはや常識。生産面では化学農薬を使わずに害虫を防除するさまざまな
方法も開発され、成果を上げています。環境にやさしい農業は手間はかかっても、安
全な作物を作り、消費者に届ける。それも生産者のこだわりなのです。	
  
	
  

　日本では、ポジティブリスト制度（農薬について、残留農薬基準を設定し、基準を超
える食品の販売等を禁止する制度）が導入されています。この厳格な規制をクリアし
た日本の果実と野菜を安心してお召し上がり下さい。	


The	
  grower’s	
  delicate	
  care	
  ensures	
  the	
  safety	
  of	
  his	
  
vegetables	
  and	
  fruits	
  



Pears	
  



Peaches	
  



『ピオーネ』	
 『シャインマスカット』	


grapes	
  


